
 

 

 

 

 

 

 

 明石小学校の正門横の池がきれいになりました。4月に 6年生の児童が

「この池をビオトープにしたいので、協力してもらえませんか」と校長先生

に相談したのがきっかけとなって池のかいぼりが始まりました。その計画に

賛同した子どもたちと業間の短い時間での作業ですが校長先生との協同作業

です。当初は水を抜くにあたってバケツを使っていましたが、ポンプの登場

で随分作業がはかどったようです。水抜

きが進む中で、鯉、メダカ、ヤゴ等がい

ることがわかり、夏の猛暑もあり、その

生き物のためにもう一度水を入れたりと

試行錯誤の繰り返しだったようです。猛暑も落ち着いた 10月

に、生き物を大きな水槽に移し作業を再開です。しかし、今度

は底にたまったヘドロとの戦いで近所迷惑にならないよう処理

するのも一苦労だったようです。そんな作業を繰り返し、2学期の終業式の日に、水槽に移してお

いた魚を池にもどしてひとまず終了です。子どもたちにとって、長期にわたる大プロジェクトだ

けに、達成感は大きかったのではと思います。この大プロジェクトの中で子どもたちは、次々と

出てくる問題に立ち向かっていくことで多くのことを学んだのではと思います。日常の学校生活

の中で、こういったプロジェクトが生まれてきたことがすごいですね。また、こうした子どもた

ちの自発的なプロジェクトが地域の方や保護者の方を巻き込めるようになったら面白いですね。 

 松が丘小学校で年末の 3日間、学生ボランティア“チームまつぼっくり”と、児童会のコラボ

企画「宿題プロジェクト」が開催されました。卒業生が 3日間で都合のつく日に「宿題プロジェ

クト」のボランティアをと呼びかけました。すると卒業

生だけでなく、自然学校の指導補助員さんや市内の高校

生が集まりました。集まったメンバーが 3日間交代で、

児童会のメンバーと一緒に「宿題プロジェクト」を実施

しました。子どもたちは 50名近くが参加し、お兄ちゃ

ん、お姉ちゃんたちと一緒に勉強していました。ボラン

ティアのお兄ちゃん、お姉ちゃんたちに優しく声をかけ

てもらいながら、楽しく宿題を進めていました。子ども

たちの表情を見ながら、改めて、“斜めの関係”が大切
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だと感じました。参加していた子どもたちからは、春休みにも、夏休みに

もやってほしいとの声もきかれました。次はどんな企画が生まれてくるか

楽しみです。また、早めに帰る子は途中まで送ったり、地区ごとに送って

いく体制を整えたりと安全面への配慮などびっくりしました。全国コミュ

ニティ・スクール全国大会の発表で聞いた“「ふるさとに学び、ふるさと

を愛し、ふるさとと、ともにあり続ける」ためには、「地域でいい思い出

を作る」”というフレーズが頭の中に浮かんできました。コミュニティ・

スクールに取り組み始めた時、「いつかは、卒業生が戻ってきてくれる学

校に」と夢を描いていました。今、その夢が少しずつかなってきていま

す。これは地域や保護者の皆さんと先生たちがタネをまいてきた結果です。そして、“チームま

つぼっくり”が新たな種をまいてくれています。“ともに育つ学校”と学校教育目標は設定され

ています。こうした循環が持続することで“ともに育つ学校”が“ともに育つ地域”に広がって

いくと考えます。未来に向けて改めて、人がつながり、人を育てる仕組づくりが必要なのだと考

えます。 

 北陸を襲った地震報道の中で、一人の女性ボランティアが「ここから逃げ出したい。しかし、

私はこの地域のみんなに育ててもらった。そんな地域をほって逃げ出すことはできない。」と語

っているのを見ました。「地域のみんなに育ててもらった」という言葉に、ズッシリと重みを感

じました。地域全体で子どもを育てることが、人がつながり、人が育っていく地域づくりの基本

だと再認識しました。それがコミュニティ・スクールの役割なんですね。 

“宿題プロジェクト”に参加した子どもたちの中から、数年後には、何人かがきっと“チームま

つぼっくり”として戻ってきてくれると思っています。 

 

“全国コミュニティ・スクール研究大会”の「パネルディスカッション」の様子を報告します。 

今回の「パネルディスカッション」のテーマは、「コミュニティ・スクールのその先に期待す

ること」です。 

「パネルディスカッション」のメンバーは次の通りです。 

 パネリスト 

   ・柴田彩千子東京学芸大准教授 

   ・砂流誠吾鳥取県日野町立日野学園校長 

   ・根本洋治 CSマイスター（茨城県牛久市前市長） 

   ・福田範史南部町教育長 

  デモレーター 

   ・志々田まなみ国立教育政策研究所統括研究官 

  グラフィックレコーダー 

   ・石津峰国立教育政策研究小社会教育調査官 

今回のパネルディスカッションは、「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的実

施の必要性や良さ」を参加者と共有することがねらいです。 

 コミュニティ・スクールを導入するにあたり明石市では、「いい学校はいいまちにある、いい

まちにはいい学校がある、いい学校づくり＝いいまちづくり」を理念として掲げました。コミュ

 “全国コミュニティ・スクール研究大会 by鳥取県南部町”パネルディスカッション編 



ニティ・スクールは学校支援ととらえられがちです。しかし、コミュニティ・スクールは、さま

ざまな地域の課題に子どもも向き合いながらよりよい持続可能なまちを創っていく一員としての

当事者意識を芽生えさせるなど、「“未来を担う子どもを育てる” プラットフォーム」と私自身

が再認識することができました。 

 パネルディスカッションは次の 3つの話題で構成されていました。 

  【話題１】自身のこれまでの取組 

  【話題２】コミュニティ・スクールの波及効果 

  【話題３】これからのコミュニティ・スクールに期待する姿 

 これらの話題について 4名のパネリストは次のように述べられています。 

【話題１】自身のこれまでの取組 

砂流校長先生 

〇学校という場を核に 

〇持続可能な地域づくり 

〇学校と地域がめざす子ども像を共有し取組む 

福田教育長 

〇南部町教育、一歩前へ 

〇「教育」は、「ひとづくり」「ひとづく

り」は「まちづくり」 

〇南部町で生まれ、育ってはいないけど 

根本牛久市前市長 

〇学校を中心にしたまちづくり 

〇新しい学校の設立 

〇少子化傾向にある学校の再生 

（学校をつぶさない） 

柴田准教授 

〇調査研究から見えてきた課題 

〇CS関係者の学びの機会づくり 

〇変化する地域・学校と CSの制度 

 

【話題２】コミュニティ・スクールの波及効果 

砂流校長先生 

〇学びの質の高まり 

〇学校運営協議会の場で教育課程を理解 

〇ともに授業をつくることで教員の負担減 

〇地域コーディネーターの存在 

 

福田教育長 

〇学校教育目標の実現 

〇学校運営、学校経営 

〇子どもたちのあこがれの背中 

〇「開かれた学校」から「敷居の低い学校へ」 

〇「人づくり・つながりづくり・地域づくり」

の好循環 

根本牛久市前市長 

〇地域住民の学びの場が土台 

→地域コーディネーターの育成 

教育力の向上・地域の活性化 

柴田准教授 

〇子どもの居場所づくり：社会参画の場づく

り、不登校支援 

〇教職員の意識改革：市民との対話 

〇市民の主体性が育つ場 

【話題３】これからのコミュニティ・スクールに期待する姿 

砂流校長先生 

〇子どもの学校運営への参画 

〇子どもの地域行事への参画、地位で活躍す

る子ども 

〇地域、まちが元気に 

〇持続可能な地域、まちに 

福田教育長 

〇学校運営協議会委員と校長のパートナーシ

ップ 

〇多様で地域色のある学校づくり 

〇学校を核とした地域づくり 

〇まちの未来づくり 

〇well-being 



根本牛久市前市長 

〇学び（遊び）を通して人々がつながるまち

づくり 

〇子どもの学びから大人の学びへ 

〇地域の居場所づくり 

柴田准教授 

〇「子どもと大人」、「多様な市民」の「つ

ながり」づくりの核となる学校 

〇アクティブシニア層を巻き込むスクール・

コミュニティ 

                                        

文字にするとおとなしめの内容に感じます。現場ではどのパネリストも熱く語られ、刺激的な

発言でした。パネリストの共通点は、コミュニティ・スクールを「人が育つ地域づくり」のプラ

ットフォームと捉え、「学校づくり＝未来への地域づくり」を目指しているところではと感じま

した。 

また、本研究大会後、「ティール組織」についてのお話を聞く機会がありました。私の頭の中

では、コミュニティ・スクールと自然につながってきました。コミュニティ・スクールには答え

はありません。コミュニティ・スクールは課題解決に向け協働する仕組です。そのため、当事者

意識を持ったメンバーが主体的に対話を重ね、動いていく必要があります。そうしたことを可能

にするためには、我々自身が持っている組織イメージを変えていく必要があるのではと「ティー

ル組織」のお話を聞きながら感じました。まず学校運営協議会を柔軟な対話ができる場にしてい

きたいですね。 

（参考資料） 

5つの組織モデルが 5つの色に色分けされ

ています。 

 5つの組織モデルにはそれぞれメリット・

デメリットがあります。これからの社会で課

題解決に向け協働していくためには、どの組

織モデルが合っているのでしょうか。 

 組織モデルから意識していくことが、当事

者意識に支えられたボトムアップが生まれて

くるのではと感じています。 

 それが働き方改革にもつながってくるので

はと思っています。 

参照）ティール組織とは？それぞれの組織モデルをわかりやすく解説 

https://hr-trend-lab.mynavi.jp › column › organization.                  （文責：北本） 


